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×プロフィール

山田泰久（やまだやすひさ）

NPO法人CANPANセンター 常務理事

群馬県高崎市出身、慶應義塾大学文学部卒（フランス文学専攻）。

1996年日本財団に入会。2014年4月、日本財団からNPO法人CANPANセン
ターに転籍出向。

日本財団とCANPANセンターが合同で実施する、市民、NPO、企業などの活

動を支援し、連携を促進することで、民間主体のより豊かな社会づくりに貢
献することを目指すソーシャルプロジェクト「日本財団CANPANプロジェクト」
の企画責任者。

主に、ＮＰＯ×情報発信、ソーシャルメディア、オンライン寄付、助成金、IT・
Web、ノウハウ、ネットワーク、出身地などの文脈でセミナー開催、セミナー
講師、プロジェクト、情報発信などを行っている。

twitter:@canpan2009 Facebook→http://www.facebook.com/yamadamay

ブログ：CANPAN講座 http://blog.canpan.info/c-koza/

Ｓｈｏｐ人にやさしく http://blog.canpan.info/p-shop/

CANPAN・NPOフォーラム http://blog.canpan.info/cpforum/

http://www.facebook.com/yamadamay
http://blog.canpan.info/c-koza/
http://blog.canpan.info/p-shop/
http://blog.canpan.info/cpforum/


×日本財団とは？

• 1962年設立の民間の助成財団

• 2011年4月に財団法人日本船舶振興会から、公益財団

法人日本財団に

• ボートレース（競艇）の売上金（２.5％）と一般・企業から

の寄付金をもとに活動

• 国（官）ではできないことや、施策が行き届かない問題

の解決のために、「公の心」をもちながら「民の視点」で

取組んでいます。
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CANPANについて
http://fields.canpan.info/

公益団体のための情報発信サイト

• NPOの情報発信プラットフォーム

• 全国規模の助成制度のデータベ
ース

• 助成金申請のための団体情報

• オンライン寄付決済システム

http://fields.canpan.info/
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本日お話しすること

助成金の獲得ではなく、活用

→「獲得」はあくまで通過点、そのあとでどのように「活用」するかとい
うことが大事

なぜ、助成金なのか？

→助成金が持っている付加価値とその可能性

団体を成長させ、地域・社会を変えていくことができる
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お話しをする前に・・・

助成金に関する基礎知識は、以下のページの掲載資料参照

http://blog.canpan.info/c-koza/archive/517

【基本】初級～上級

１．助成金の全体像を把握する

助成金の活用2014_セミナー資料_基礎編.pdf ⇐今回の資料

２．助成金というものがどういうものか、その基本を知る

助成金セミナー基礎編_日本財団荻上.pdf

３．助成金申請から事業報告まで、助成金に関する一連の流れとやることを学ぶ

助成金活用マニュアル_日本財団荻上.pdf

【応用】中級～上級

４．助成金を活用するという視点で、あらためて助成金の可能性について学ぶ

助成金の活用2014_セミナー資料.pdf

５．その他、申請から事業実施まで、助成金について参考なると情報を知る。

助成金の活用2014_参考資料.pdf

http://blog.canpan.info/c-koza/archive/517
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助成金クイズ

全国規模の助成プログラムについてお聞きします。

みなさんが持っているイメージを余白に書き込んでください。

Q1.助成金の締切が一番多い月は何月？

Q2.助成金の申請上限額で、一番多い金額帯は？

Q３.助成金の採択率の平均は？
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共有タイム

2，3人のグループになってください。

一人2分でしゃべってください

・自己紹介＆団体紹介

・団体としての助成金実績

→どんな事業で、どこから、いくらぐらい助成金をもらったか

その後、先ほどの助成金クイズの答え合わせをしてください。
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CANPAN助成プログラム白書
～全国規模の助成プログラムの分析～
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CANPAN助成プログラム白書（速報版）

全国規模で助成金申請募集を行っている助成プログラム305件を対
象に分析。

対象となる助成プログラムは以下のものも含む。

・助成金に近い形で、副賞として資金援助がなされる表彰制度

・パソコン提供やサービス提供を行う支援プログラム

・公益活動団体だけではなく、個人や学校、企業なども対象となる
助成プログラム
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CANPAN助成制度データベース

・全国規模、もしくは複数県で申請募集を行っている助成プログラム
で、任意団体を含む公益団体が活用出来るものを掲載

・300を超える助成プログラムのリストをもとに、毎週、助成機関の
Webサイトを確認し、募集要項が発表された助成プログラムの最
新情報を随時更新

・データベース形式なので、募集時期や助成金の上限額などの条
件で詳細検索を行うことができる

→「CANPAN助成プログラム白書」とは、これらの助成プログラムの
データを分析し、今すぐ活用出来るリアルな助成金の姿をまとめた
調査報告書（速報値）
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助成金で資金調達したい
ファンドレイザーは、

GWと8月は休んではいけない
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締切月別の助成プログラム数

助成金の募集締め切りが多い月は、5月と11月
（それぞれ47件）

助成プログラムの件数
年2回募集している21件はそ
れぞれの月に計上。

「通年」は随時、毎月、隔月、
年3回、4回で募集締め切りが
あるもの。
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申請上限額別の助成プログラム数

申請上限額が100万円のものが59件
上限額100万円までの助成プログラムは158件で、全体の52％

助成プログラムの件数
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助成金額は活動地域の範囲と連動している
自治会・小学校区→10～30万円
市区町村→50万円
都道府県→100万円
全国レベル（地域or先駆性）→200万円以上



Copyright by CANPAN

×

助成金は
まず地域限定のものを

検討する
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助成業界の規模感

予算総額 上限額 採択予定件数

１億円 ５０万円 ４００件

５００万円 ５０万円 １０件

どちらの助成プログラムに申請しますか？
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助成金総額別の助成プログラム数

対象助成プログラム 231件 合計額32,137,864,043円
助成金総額5000万円以下のものが180件で、全体の78％

助成プログラムの件数
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70 対象助成プログラムは決定
総額か予算総額が掲載され
ているもの。両方掲載されて
いる場合は決定総額を優先
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採択率別の助成プログラム数

対象助成プログラムは105件で、採択率の平均は32.１％
申請件数31,310件 採択件数11,070件
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助成プログラムの数
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１．助成金の価値を知る
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寄付と助成金

あるプロジェクトの活動資金100万円。

あなたの団体はどちらの方法で資金調達したいですか？

A. 一般の人からの寄付で100万円

B. 助成金で100万円
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外部の資金源の付加価値

信頼の付加価値

→「誰からもらっているか」という評判・信頼

ネットワークの付加価値

→資金源が持っているネットワークを活用できる

事業づくりの付加価値

→資金源が持っているノウハウを提供してもらえる

事業後の付加価値

→成果を上げることで団体の実績になる
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なぜ助成金なのか？

助成金の付加価値が大きいから
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助成金の付加価値

信頼の付加価値

→助成機関からもらっていることによる信頼度向上、実績作り

ネットワークの付加価値

→助成機関が持っている活動分野間のネットワーク

事業づくりの付加価値

→助成プログラムを通じて助成機関に蓄積された、持続的で波及
性のある事業づくりのノウハウや視点

事業後の付加価値

→成果を上げ報告することで、団体のことをさらに詳しく知ってもら
う、その成果を代わりに宣伝してもらえる



Copyright by CANPAN

×

獲得ではなく
活用するという視点
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あらためて獲得ではなく、活用

「お金の獲得」ではなく、「助成金を活用」するという考えから始める

（誤った認識）

×助成金は事業を行うためだけのもの

→助成金を使って、団体や活動の発展を目指す

×助成金はもらった団体のためだけのもの

→その成果を受益者はもちろん、広く地域や社会、他の団体に還
元する

（もう一つのメリット）

○助成金の申請や事業実施を通じて、公益活動の在り方を学ぶ
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助成機関にとって
助成金は投資
（社会的リターン）
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投資という視点

助成機関のミッション・戦略（＝助成プログラム）に基づいた投資

（＝社会的リターン）

• 目の前の社会課題を解決していくための投資

• 今後の社会変革の担い手（団体）を育成するための投資

• 社会を（質的に）より豊かにしていくための投資

• 将来の困難を予防するための投資
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投資だから

投資効果が高いものを支援したい

①効率

→助成機関が自ら事業を実施するよりも、助成金で実施してもらう
ほうが効率的である

②コスト

→同じ成果が出るなら、よりコストパフォーマンスがよい事業

③効果

→同じ金額を支援するなら、より効果が高い事業

④成果の再投資

→その成果が団体で何度も活用され、他の団体や地域にも活用
される
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団体の成長戦略の中で
助成金活用を考える
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成長にあわせた助成金の活用

助成金をもらった後にどう活用して、どう団体の発展に活用するか

立ち上げ期

事業確定期

新規展開期

社会影響期

緊急的
ニーズ

社会の
変化

環境
変化

地域限定 全国規模 モデル事業
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団体にとって投資という視点

自団体の成長のために助成金を活用する

• 助成金で資金がある時に、事業を持続的に実施していくための
仕組みを作る

• 事業の成果を今後の活動に活かす

• 実績をしっかりまとめ、団体の信頼度をあげる
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助成金はW投資

助成機関→社会的リターン
活動団体→団体の成長
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２．助成金を知る
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助成金の金額規模

3万円～数億円規模まで

その他、資金提供以外にも

• 人材提供

• パソコンやソフト提供

• 物品提供

• 表彰（＋副賞で賞金）
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助成金の出し手

地方自治体

財団法人

コミュニティ財団

企業

公益信託

社団法人
ろうきん

地域 全国規模

外郭団体

共同募金
省庁

独立行政法人

NPO法人
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助成財団

一説には、全国で4,000の助成財団があるといわれている・・・

研究助成 奨学金
事業
助成
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助成金と補助金

行政 民間

提案と審査

要件クリア

補助金
助成金

助成金

業務委託
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助成金甲子園

市町村 都道府県 全国

3～30
万円

30～
100
万円

50～500
万円

それ以上

28 1021 約48,000

助成額

NPO法人
の平均数

／1718

市町村
／47

都道府県
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助成金のカテゴリー

分野
・福祉
・医療
・子ども
・環境
・まちづくり
・国際協力
・芸術文化
・スポーツ
・復興支援

事業の活動者
・子ども
・大学生
・高齢者
・サラリーマン

事業の対象者
・子ども
・高齢者
・障害者

社会課題
・課題設定型
・課題フリー型
・地域コミュニティ型
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助成金のミッションの分類

課題対応型
課題に対応するた
めのフリースタイル

振興普及型
ある程度手法が確
立されているもの

＜例＞
• 青少年活動
• スポーツの振興
• 文化芸術の振興
• 福祉車両
• 障害者施設

＜例＞

• 新しい課題に対応する事
業

• 従来からある課題に対応
する新しい事業
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助成金の本当の目的

事業について申請
組織運営の

改善について申請

事業支援

団体

事業を通
じた団体
支援

団体支援助成金

期待
するもの

事業の成果
課題解決

事業の実施
団体の成長

基盤強化
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助成金の金額規模から見るレベル感

助成金額 0円 50万円 100万円 200万円 300万円

市町村

都道府県
全国規模

全国的に先駆的事業

事業実施

団体の発展

他団体・他地域への貢献

サービス提供

課題解決

仕組みづくり

対象地域

成果

課題解決
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対象となる団体のカテゴリー

多くの助成金がAパターンで、Bパターンは地域の団体を対象のケースが多い

Cパターンは省庁系の補助金のケースで多い

任意団体は、「会則があり、会計を行っている」という条件がついているケースが多い

【非営利法人】

公益社団法人・公益財団法人

一般社団法人・一般財団法人

社会福祉法人

NPO法人

任意団体（法人格なし）

法人格のある団体

NPO法人・任意団体

【その他の条件】

活動実績1、２、３年以上

地域限定

予算規模が大きくない

行政や社協の推薦

中心メンバーの条件

A

B

C



×

44

助成金の制限

助成プログラムによって、様々な条件がある

• 資金使途の制限の有無

→対象となる事業の制限

→対象となる費目の制限

→予算変更の制限

→事業実施期間内での使用

• 自己負担の有無

• 支払い時期（全部前払い、一部前払い、清算払い）

• 事業収入（有料イベントや印刷物販売など）の扱い
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助成プログラムとの申請事業のマッチング

カテゴリー感

助成プログラムが想定している
受益者層と、申請事業の受益
者のマッチング

規模感
①団体の規模
→活動年数や予算規模
②事業の対象地域の規模
→市区町村、県、全国
③申請金額の規模
→申請上限額や過去実績との
比較
→対象事業に占める割合
→団体の予算に占める割合

事業のレベル感
• サービス提供
• 課題解決手法の研究
• 課題解決
• 社会的実験（モデル事業）
• 仕組みづくり
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３．事業づくり
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助成機関にとっての顧客

助成機関は、活動団体ではなく、人や社会のためにある

効率的・効果的に行うために、活動団体への支援という手法を取る

★団体ではなく、常に「人や社会」のための助成金という意識を

助成機関 人や社会

助成機関 人や社会活動団体
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申請書の前にやるべき事業づくり
「人」を中心にして考える
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事業づくりのための６つの問い

1. 受益者はだれか？

2. 事業のニーズは？

3. 効果を最大限にするための事業の工夫は？

4. 事業の直接的な成果は？

5. 事業を持続していく工夫は？

6. 事業の成果を広く社会に還元していく工夫は？
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「人」を中心にして考える

1. どのような「人」のための事業か

2. その「人」はどのような状況にいるか

3. その「人」に直接働きかけたほうがよいか、あるいはその「人」を
支える人に働きかけたほうがよいか

4. その「人」にどのような価値を提供できるか

5. その「人」に、あるいは将来にわたって同じような「人」に持続的
に価値を提供する仕組みができるか

6. 全国の同じような「人」に価値を提供する仕掛けやきっかけを生
み出すことができるか
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受益者数の最大化
社会への還元
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受益者について考える

受益者
or

対象者

事業
地域的
受益者

受益者負担コスト減

行政コスト減

経済メリット創出

経験・知見・ノウハウによる他地域・他団体、社会への還元
（さらなる公益性→広益性）

民明書房刊『世界公益大全ー助成金よもや話』より

事業後に見込
まれる受益者

間接的
受益者
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助成金を活用して
事業を、団体を、社会を
どう変えたいか？
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事業づくりのヒント

事業
内容

事業の
対象者

受益者

①アイデアを想定する
②課題分析をする
③事業による変化を考える
④成果を考える
⑤団体の発展も目指す

【事業の切り出し方】
団体の事業のすべてを助
成金の対象と考えない

対象者・受益者の中から、
一定の層をターゲットとし
て考える
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助成事業の構成

事業
内容

対象者 受益者 地域や社会

変
化

団体

対象者 受益者 地域や社会団体

対象者は、受益者、
もしく団体となること
もある

受益者と地域の
順番が入れ替わ
ることもある

事業としての成果ノウハウ

変
化

変
化

変
化

資産化

継続して実施できる仕組みを作る or 持続的な成果にする
And 事業のノウハウを他地域、他団体に提供する

実
施

知見
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４．申請
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×

申請には
「時間軸」を意識する
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助成金申請書に必要な「時間軸」

分野の背景

地域の背景

団体の背景

現
在

課
題

解決手法
（or予防手法）

事業の
成果

今 半年後からの1年間 1年半後からの3年間過去2年間

・事業内容

・スケジュール
・予算

事業の目的
事業

の目標

期待される成果

事業の目的

社会へ
の還元

10月 翌4月 翌々3月

【申請書の記載項目】

【申請内容の整理】
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×

審査の流れを意識して
申請書を作成する
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申請する
（事業計画の作成、申請書の作成、予算の積算、

添付書類の用意、場合によっては自治体等の推薦状の用意、
期日までに申請書類の送付）

事業を考える 助成制度を調べる

事業計画を練る
申請したい助成制度の
募集要項を入手する

審査される
（追加の資料請求、電話や面談でのヒアリング、

事業内容修正に関する協議）

審査結果を待つ

助成金申請に関する流れ



×

①書類を確認する

②申請書内容を確認する

③申請一覧表を作成し、申請書を
コピーし、関係者に配布する

④インターネットで検索する

⑤団体を把握する

⑥事業内容を理解する

⑦助成の条件に合致しているかを
確認する

⑧地域、分野の状況を調べる

⑨申請者に質問する

⑩支援をするかどうかを考える

⑪審査会議で、申請者に成り代わ
って説明する

【外部審査員】

①事務局で申請一覧表を作成し、
申請書をコピーする

②審査員に配布する

③審査員が審査する（左記④～⑧）

④質問があれば事務局経由で申請
者に質問する

⑤審査員ごとに審査をする

⑥各審査員ごとの審査内容を持ち
寄って、審査会議を行う

審査の様子
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×

助成金も
インターネットが当たり前
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10年前と今

10年前は・・・

助成機関は電話で自治体やNPOセンターに確認する

申請書に添付されていた新聞記事が信頼を高める

今は・・・

助成機関はネットで団体を調べる

ネットで申請を募集したり、報告書を公開したり

★助成金業務自体、ネットが中心になってきている
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申請する前に情報の整理を

・ホームページ上で、団体概要がわかりやすく掲載されている

・計画書と報告書、予算と決算がちゃんと掲載されている

・今の活動の様子がわかる

・外部のどういった人と連携しているのかがわかる

・これまでに助成金でどういう成果を出してきたのかがわかる

★ホームページやブログなどが、団体や活動、実績をアピールする
素材に

★ネットでの情報発信力も審査のポイントになりつつある

★助成機関の担当者がネットで検索をした時に、魅力的な団体と感
じてもらえるように
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CANPANを活用して団体情報を整備する

• 自分達の団体をわかりやすく、魅力的に紹介するために、助成申
請用の団体情報を事前に整備する

• CANPANの団体情報を事前に登録しておくと便利

• 申請書の団体情報を作成する時はCANPAN団体情報をもとにす
る

• http://fields.canpan.info/organization/

• ＩＩＨＯＥ [人と組織と地球のための国際研究所]が調査した133の
全国規模の助成プログラムの申請書の団体情報の項目をもとに、
CANPANの団体情報データベースが構築されている

• CANPANは、まさに助成金申請のための団体情報です。
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×

助成プログラムの
募集要項から学ぶ
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CANPAN助成制度データベース

・全国規模、もしくは複数県で申請募集を行っている助成プログラム
で、任意団体を含む公益団体が活用出来るものを掲載

・300を超える助成プログラムのリストをもとに、毎週、助成機関の
Webサイトを確認し、募集要項が発表された助成プログラムの最
新情報を随時更新

・データベース形式なので、募集時期や助成金の上限額などの条
件で詳細検索を行うことができる

・過去の助成プログラムの情報も検索して確認できる

★地域限定は、地域のNPOセンターやボランティアセンターのサイ
トで確認
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申請する前に情報の収集を

どんな助成制度があるのかネットで調べる

→見方を変えて、活用できるかどうか、想像を膨らませる

様々な助成制度の募集要項や申請書の書き方を読む

→考え方や視点を学んで、自団体の事業計画に役立てる

助成実績を調べる

→その助成プログラムの規模感、対象団体の種別、内容（事業名
から推測）を感じ取る

→助成金額の規模から、どういった目的を持った助成金かを推測
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申請のための参考資料

助成金申請書の書き方や、予算の単価の感覚が全くない方は、独
立行政法人の申請の手引きを参考に

１．福祉医療機構

２．国際交流基金

３．国際協力機構

４．地球環境基金（環境再生保全機構）

５．子どもゆめ基金（国立青少年教育振興機構）

６．芸術文化振興基金（日本芸術文化振興会）

７．日本スポーツ振興センター
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おススメの助成制度データベース

助成金情報一覧（NPO法人地星社）
助成金情報（主にNPO向け、全国または岩手・宮城・福島を対象）をエクセルで

助成財団データベース／助成プログラム検索（助成財団センター）
アンケート調査の回答、約1,000団体のうち公募および限定公募をしている制度

NPOWEB 助成金情報（シーズ・市民活動を支える制度をつくる会）
ニュース形式で掲載された各助成プログラム

公益信託データベース（公益信託協会）
信託銀行等が受託している公益信託のデータベース
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おススメの助成制度データベース

【分野別の助成制度データベース】
芸術・文化助成金情報（トヨタ・アートマネジメント／ネットTAM）
毎月、ブログに芸術・文化に関する助成金情報をまとめて掲載

芸術文化振興基金 助成団体・助成事業情報一覧（日本芸術文化振興会）
データベース形式の芸術・文化に関する助成制度の一覧

環境らしんばん 助成金（地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）等）
データベース形式の環境に関する助成制度の一覧

助成金情報（国際協力ＮＧＯセンター（JANIC））

ニュース形式の国際協力に関する助成制度の一覧。
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×

申請の前に
絶対やっておきたい

１つのこと
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助成金が本当に必要か、もう一度考える

最後に、本当に助成金が必要ですか？

団体や活動の適切な発展のために、今、助成金が必要ですか？

団体の運営、持続的な発展のために、本当に今、助成金が必要かを
あらためて考えましょう。

助成金は毎年継続してもらえるものではありませんので、その助成
金が団体の今後の発展につながる資金として活用できるかという点
を重視して検討してください。
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助成金とは・・・

樹木は育成することのない
無数の芽を生み、

根をはり、枝や葉を拡げて
個体と種の保存にはあまりあるほどの

養分を吸収する。

樹木は、この溢れんばかりのの過剰を
使うことも、享受することもなく自然に還すが

動物はこの溢れる養分を、自由で
嬉々としたみずからの運動に使用する。

このように自然は、その初源からの生命の
無限の展開にむけての秩序を奏でている。

物質としての束縛を少しずつ断ちきり、
やがて自らの姿を自由に変えていくのである。

“デンマーク王子アウグステンブルク公にあてた
美学的なことに関する書簡第27号より一部を抜粋“

フリードリヒ・フォン・シラー

横浜／ランドマークタワー


